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政
府
は
七
月
二
日
、　
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
指
針
と
な
る
第
五
次

エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
閣
議
決
定
し

た
。第

五
次
計
画
は

「可
能
な
限
り

原
子
力
発
電

へ
の
依
存
度
を
低
減

す
る
」

「再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
主
力
電
源
化
」
と
し
な
が
ら
、

原
発
を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
位

置
づ
け
、
二
〇
三
〇
年
度
の
発
電

電
力
量
に
占
め
る
原
発
の
割
合
を

「
二
〇
～
三
二
絆
」
と
、
第
四
次

計
画
を
踏
襲
し
て
い
る
。

こ
れ
は
現
在
の
原
発
割
合
約
二

ｒ
を
十
倍
に
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
原
発
約
二
十
基
分
に
相
当

す
る
。
現
実
か
ら
大
き
く
逸
脱
し

た
目
標
で
あ
り
、

「原
発
ゼ

ロ
」

を
願
う
圧
倒
的
国
民
に
背
を
向
け

た
も
の
で
あ
る
。
と
う
て
い
許
さ

「バ
土
日
里
不
Ｏ
ｍ
響
乗
△
〓　
・ｉ
ｎ
　
螺
副
潟
鰤

○
同
時
＝
十

一
月
十
日
～
十

一
日

霧

市

油

器

産
委

賀

語

」

現
実
と
国
民
に
背
を
向
け
る

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

原
発
約
二
十
基
を
稼
働
さ
せ
る

た
め
に
は
、
廃
炉
決
定
済
み
、
廃

炉
予
定
を
除
け
ば
、
原
発
の
新
増

設
か
、

「通
常
四
十
年
運
転
」
を

超
え
る
老
朽
原
発
の
稼
働
延
長
す

る
こ
と
に
な
る
。
福
島
第

一
原
発

事
故
の
検
証
も
、
原
子
力
政
策

の

検
証
も
な
い
ま
ま
に
、
原
発
推
進

を
続
け
る
方
針
を
掲
げ
た
こ
と
は
、

無
責
任
き
ま
わ
り
な
い
。

第
五
次
計
画
の
閣
議
決
定
前
に
、

経
産
省
は
国
民
に
求
め
た
意
見
公

募

（パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
に
、

脱
原
発
を
求
め
る
五
万
三
千
人
の

署
名
が
寄
せ
ら
れ
た

（二
面
参
照
）

が
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
ま

つ
た
く

反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
閣
議
決
定
さ

れ
た
こ
と
は
、

「原
発
依
存
」
が

は
じ
め
に
あ
り
き
で
あ

つ
た
こ
と

を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

○

「エ
ネ
基
本
戴
脚

立唇
乃
公
募

一纏
昼
貧
五
万
畢
丁
全
万
得
雄
霜
¨
（二
面
）

○
日
米
原
子
力
協
定

一原
子
力
政
策
破
綻
下

〓
一十
年
満
期
・自
動
延
長

全
二
面
）

Ｏ
琢
器
套
否
麦
蒸
螺
釈
か
ら
一
年

（五
面
）

こ
の

「原
発
依
存
」
こ
そ
が
福

島
第

一
原
発
事
故
を
招
い
た
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
経
済
を
大

き
く
歪
め
、
日
本
企
業
の
代
表
と

い
え
る
東
芝
の
破
綻
を
招
い
た
も

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
日
本
の
将

来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

（二
面
参
照
）

を
徹
底
し
て
抑
え
て
き
た
も
の
で

あ
る
。

多
く
の
国
民
の
声
が

「原
発
ゼ

ロ
」
で
あ
る
背
景
に
は
、
こ
う
し

た
歴
史
的
経
験
を
経
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
日
本
社
会
の
現
実
と
国

民
の
声
に
背
を
向
け
た
第
五
次

エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
閣
議
決
定

は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

原
住
連
も
加
盟
す
る

「原
発
を

な
く
す
全
国
連
絡
会
」
は
同
日
、

「原
発
に
依
存
す
る
第
五
次

エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
閣
議
決
定
に

抗
議
し
、
原
発
ゼ

ロ
基
本
法
案

の

制
定
を
求
め
る
」
声
明
を
発
表
。

四
野
党
共
同
提
案

の

「原
発
ゼ

ロ

基
本
法
案
」
の
制
定
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
飛
躍
的
拡
大
の
現

実
的
な
道
を
求
め
て
い
る
。

●

「
か

つ
て
の
政
敵

原
発
ゼ

ロ
で
共
闘
」

「小
泉
元
首
相
　
小

沢
政
治
塾
で
講
演
」

を
三
面
に
掲
載
し
た
。

小
泉
純

一
郎
、
小
沢

一
郎
両
氏

と
も
か
つ
て
は
国
民
の

「政
敵
」

で
あ

っ
た
。
そ
の
二
人
が
今
、

「原
発
ゼ

ロ
」
で
共
闘
す
る
姿

を
み
る
と
き
、
隔
世
の
感
を
禁

じ
得
な
い
●
二
人
を
隔
て
て
い

た
壁
に

つ
い
て
は
、
知
る
よ
し

も
な
い
が
、

「原
発
ゼ

ロ
」
で

は
今
、
手
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

二
人
と
国
民
と
の
壁
は

「断
崖

絶
壁
」
と
言
え
た
ろ
う
。
そ
れ

が
今
日
、

「原
発
ゼ

ロ
」
で
は

断
絶
を
超
え
て
手
を
結
び
あ

っ

て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
福

島
原
発
事
故
と
深
刻
な
原
発
災

害
が
あ

っ
た
●
小
泉
氏
は

「安

倍
首
相
が
原
発
ゼ

ロ
に
舵
を
切

れ
ば
、
与
野
党

一
緒
に
実
現
で

き
る
。
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
い

る
の
は
惜
し
い
」
と
語
る
。
安

倍
首
相
は
、
原
発
事
故
と
原
発

災
害
を
見
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

事
故

・
災
害
は
な
か

っ
た
の
で

あ
る
。
事
態
を
リ
ア
ル
に
見
る

大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。


